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2.1 情報システム ー ネットワ ー ク,診断システム
コンピュ ー タ ー を利用した病虫害などの診断と防除
連載に当う て
現在､ 筆者らの よ う に園芸環境工 学を専攻
す る 試験研究者は ､ 日 々 ､ 省 エ ネル ギ ー 対策研
究 に 追われ ､ 日曜日 も休む 余裕がを い と い う
の が実情で あ る ｡ そ れは それ で責任を感 じて
い る から こ そ努力し て い る の で 不満の あ ろう
はずはを い ｡
し かし ､ 試験研究技術者と して は ､ せ め て
休 日の 午後に は , 気分を転換 して ､ 5 - lo草
先に 普及す べ き新技術 に 思い をは せ た い もの
で ある ｡
本連載は ､ こ の ようを状況 に ある ､ - 園芸
環境工学者が ､ つ かの 間の 休み に思 い め ぐら
せ て い る研究課題の デ ッ サ ン をま とめ た もの
である ｡ 御笑覧と御批判 い た だけ れば幸い で
あ る ｡
以後の 予定は次の よう である ｡
(2) 情報検査シ ス テ ム の 利用
(3) 画像計測シ ス テ ム の 利用
(4) ロ ボ ッ ト に よ る生産管理
(5) マ イ コ ン に よる温室管理
(6) 人 工知 能と作物栽培
(7) 生体情報計測 とそ の 利用
I . 序 論
施設栽培作物の 病虫害 ､ 生理障害 ､ 土壌障
害 ､ ガ ス 障害を どは ､ しばしば ､ 作物収量を
半減させ る ほ ど激し い もの で ある ｡
そ れ らの 防除の ため に農薬や肥料を多用し ､
その 多用が更 に 新たを障害 を引き起すこ と も
少をくを い ｡
他方 , 上記の ようを障害は ､ 地 上部 およ び
地下部 の 環境 を適切 に管理 し て い れ ば､ 農薬
や肥料の 使用 を最小限 に抑 え つ つ ､ 適切 に 防
除 で きる こ と が多 い ｡
と こ ろ が ､ 現実 に は ､ 多種多様f;i:障害 に 対
し て栽培者が適切を診断と 防除を常に 実施す
る こ と は困牲で ある こ とが多 い ｡
2 . コ ン ピ ュ ー タの 助けを借 りる
そ こ で ､ 多種多様を障害に 関 して ､ その 症
状 ､ 原因 およ び防除法 をコ ン ピ ュ ー タ に記憶
させ て お き ､ 症状 をコ ン ピ ュ ー タ に 人 力する
と ､ その 考え られ る原因と防除法 をコ ン ピ ュ
ー タ が推 論する プロ グ ラ ム が作 れを い もの で
あろ う か (図 - 1参照)｡
図--1 にお い て ､ 病気症状 の 人 力方法 に は
3 つ ある ｡ 第1 は 人間が コ ン ビ ュ - 夕 の デ ィ
ス プ レイ 装置の 前に座 っ て ､ コ ン ピ ュ ー タ か
ら の 文字ま たは画像に よる 問い 合せ に 番号を
どに よ っ て 答え る方式 ､第 2 は各種 計測器(カ
ラ ー 画像人 力装置 ､ 各種化学分析装置 ､ pH計 ､
水分計 ､ 温湿度計を ど) か らコ ン ピ ュ ー タ に
直接人力させ る方法 ､ およ び第1 ､ 第 2 の 方
法を組 み合せ た方法である ｡
出力に 関し ても , 同様 に ､ 3 一フの 方法 があ
る ｡ 第1 は人間 へ の出力で あり ､ 第2 は環境
制御機器在 ど へ の 直接出力 ､ 第3 は両者の 組
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図 - 1 病気診断コ ンサルテ ー シ ョ ンプロ グラムの概略図
合せ である ｡
3 . 病気診断コ ンサ ル テ ー シ ョ ン
プロ グラム
上記の 病気診断 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン プ ロ グ
ラ ム の 作成は 原理的 に 十分可能 である ｡ 実際 ､
作物で なく人 間の 病気に 関する診断 コ ン サ ン
チ - シ ョ ン プ ロ グ ラ ム は ､ 現在 ､ 続々 と作成
され つ つ あ り ､ そ の 一 部 は実用化 され て い る ｡
こ の 病気診断 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン プ ロ グラ
ム の 作成は 3段階 からなる ｡ 第1段 階で は ､
病名 と症状 ･ 処理 の 関係 を文章化また は画像
化する ｡ 第2段階では ､ 上記の 関係に もとづ
い て ､ 症状 を入力し たと き に ､ その 原因と処
方を推論する方法 を定め る ｡ 第3段階は ､ 上
記推論方法の プロ グラ ム化 である ｡
第 1段階は ､ 原理的 に は ､ 病害に 関する書
物 ､ 論文 ､ 栽培者の 経験 を どを整理する こ と
に よ っ て達成さ れ る ｡ こ の 作業は ､ 病 虫害学
者､ 栽培学者､ 栽培家 ､ コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ
ラ マ ー を どの 共同 に よ っ てをさ れる ｡
第 2段階の 病名 ･ 処理 の 推論法 は ､ 現 在 ､
人工 知台巨研究の 1 分野と し て ､ 研究途上 に あ
り ､ 各種 の 方法が 開発さ れ て い る ｡ たと えば ､
｢あ い ま い 診断法｣ ､ ｢木構造診断法｣ を どで
ある ｡ こ の推 論法 は第3段階と し て B A S IC
語 ､ F O R T R A N語 ､ LIS P語 ､ P L/1語な どに
よ っ て プロ グラ ム 化さ れ る ｡
上記推論上で重要を こ と が2 つ ある ｡ 第1
は ､ 病名と症状 の 関係は必ずしも確定的で を
い こと､ 第2 は ､ 症状 を入 力する人が ､ その
症状 の すべ て を正確に気付い て い る とは 限ら
な い こ と ､ 第3 は 2 つ 以上の 病気が複合的 に
現 われ る こ と がある こ と である ｡ 現在 ､ 上記
3 つ の 点を考慮 した推論 は十分可能で ある ｡
4 . コ ンピ ュ ー タは相談相手
した が っ て ､ コ ン ピ ュ ー タか ら の病名と処
方の 出方は ､ ただ 一 通 りと い うわけでをく､ た
とえ ば ､ ｢病名Aの 可能性 が大であ る から ､ 温
室内の 相対湿度を80% 以下に低下 させ て下 さ
い
｡ 白 い 病斑 が棄面上 に約1 0以上見られ る と
きは農薬B の 500倍稀釈液 を夕刻に散布せ よ ｡
た だ し ､ 病名C の 可能性 も多少ある ｡ そ の 場
合は葉稼 が下方 に 巻 い てく る はずである から
今後注意 して観察せ よ｣ と い っ た感じ に をる ｡
す わな ち､ コ ン ピ ュ ー タ は人間の 相談相手 ､
助言者で ある ｡
昭和60年初頭 に は ､ 各試験研究機関 ､ 農業
団体 ､ 栽培 家を どで各種 の診断プ ロ グ ラ ム が
作成さ れ ､ 昭和65年頃 に は ､ それら プ ロ グラ
ム の 審査会な どが開催 され る ように をる であ
ろう ｡ その うちの い く つ かの プロ グラ ム は ､
栽培 の プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル に せ ま る判断力 を
もつ ように なろう ｡
そ して ､ 一 般 の 農家の 人々 は ､ 自宅 に価格
10万円程度の マイ コ ン (端末機) を備え て ､
病気が で るとまずマ イコ ン で病名診断プロ グ
ラ ム に相談した上で ､ 各自の 作物の 病虫害管
理をする ようにをろう ｡ こ の プロ グラ ム は農
協､ 普及所ある い は農家で組織さ れ た マ イ コ
ン ク ラ ブ から実費支給さ れ る か ､ また は ､ 民
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図-2 マイ コ ン端末による ､ 逮捕地大型コ ンピュ ー タに備えられ
て い る大歳横診断コ ンサ ル テ ー シ ョ ンプロ グラムの利用
間会社 から販売さ れる だ ろう｡
マイ コ ン に よる診断 に どうも納 得が い かを
い 場合は ､ 図 - 2 に 示すように ､ マ イ コ ン を
大型 コ ン ピ ュ ー タ の 端末機 と して 用 い ､ 公衆
電 話回線を通 じて ､ 県の 試験場 , 全農, また
はl 大学を どの コ ン ピ ュ ー タ に登鐸し てある
大規模病害診断 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン プ ロ グラ
ム に 問い 合せ てみ る こ と も可能になろう ｡
以上､ コ ン ピ ュ ー タ を利用 した診断法を ,
病虫害診断を例と して述 べ た が ､ 同様な診断
法 は ､ 栄養診断 ､ 経営診断 ､ 土壌診断な どに
.
も広く応用する こと が で きる ｡ こ こで ､ 重要
な こ とが 3 つ ある ｡
第 1 は ､ こ の 診断 コ ン サ ル テ ー シ ョ ン プ ロ
グ ラ ム は ､ 各診断専門家 ､ 農家 ､ プ ロ グ ラ マ
ー の 3者の協力が必須 である こ と .
第 2 に､ こ の 診断 プロ グラ ム は ､ 最初は初
等的で学生教育, 初心者教育を どに し か利用
で きをく ても ､ その 絶 え ざる改良に よ っ て ､
次第 に ､ 中級者 ､ 上級者､ ある い は研究者に
も十分利用出来得る ようになる こと である ｡
こ の 段階で は ､ 研究者の 行なうある種 の 実験
計画やデ ー タ整理 は , コ ン ピ ュ ー タ 診断に利
用する こ と を前提と して ､ 決定し てゆ かをけ
ればならなくなる 可肯
tl
[l
J 生すらある o
第3 の ､ そし て
.
､ 最も重要を こ と は ､ こ の
診断が , 対象 (病虫害な ど) の モ デ ル 化で は
をく ､ 人間の 思考過程の モ デ ル 化に もとづ い
て い る こ とで ある ｡
コ ン ピ ュ ー タ の 上記の ような利用法 は ､ 農
業技術の 体系化 ､ 客観化に 大 い に 役立ち ､ ま
た ､ 農業教育 お よび農学研究の あり方 に変革
をせ ま る こ と に をろう ｡
(1982年6月 ､ 施 設と園芸Nn37)
- 21 -
